
Title 古代攻戰具名稱考
Sub Title
Author 松本, 信廣(Matsumoto, Nobuhiro)

Publisher 三田史学会
Publication year 1944

Jtitle 史学 Vol.22, No.2/3 (1944. 7) ,p.39(133)- 60(154) 
JaLC DOI
Abstract 古代に於ける武器は考古學的に研究してゆくことの必要であるのみならず、また言語學的にも研

究せられねばならぬ。則ち武器の構造なり系統なりはたゞに具象的方面より究められ得ると共に
一面その名稱の語源的研究により示唆を與へられる所大なるものありと信ずる。此處に試みんと
する研究は もとより我國古代攻戰具全般に汎つてをる譯でなく、其中のごく若干に就て管見を述
べんとするに過ぎない。しかも此意見は従來の學界の通見に對し異をたてる點あるかも知れぬが
、私見に對し大方の高教を切に期待するものであり、誤てる點、不備の點は之を改めるに吝なる
ものではない。

Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00100104-19440700-

0039

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org













































